
絵本がもたらす至福のひととき 

～ 美しく 温かく 常に前進 東北小学校 ～ 
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秋も深まり、朝晩の空気が澄んでくると、校

庭の木々も色づき始めます。この時期は「読書

の秋」とも言われ、本を手に取るのにぴったり

な季節です。本校でも、毎年この時期を中心

に読書活動を一層推進していこうと考えてい

ます。 

特に近年は、絵本の人気が高まり、テレビで

は大人も夢中になる絵本の特集が組まれてい

ました。その特集を見ていて、私自身も小学生

のころのお気に入りの絵本を思い出しました。

何度も繰り返し読み、物語の中の主人公と一

緒に冒険したり、登場人物の気持ちに共感し

たりしたことを今でも鮮明に覚えています。そう

した体験を通して、想像力や表現力、そして、

他者への思いやりの心など、多くのことを学び

ました。子供時代に本と出会い、物語の世界を

自由に旅することは、豊かな心の土台を作るう

えで、とても大切なことだと再認識している次

第です。 

  そのような中、本校では、毎週火・木曜日の

朝に、全校児童が１０分間、一人一人が静か

に本と向き合う「あさよむタイム」を設けてお

り、金曜日は、月に一度の読み聞かせの時間

とし、学校応援団である「おはなしよむよむ」

の方々のお力をお借りして、本をみんなで一緒

に味わう機会としております。 

  通年の活動としましては、低学年では「１００

冊読破」、中学年以上では「１万ページ読破」

を目標に、読書カードを活用した取組を進め

ています。読書カードには、物語や小説、図鑑、

歴史漫画など、どんなジャンルの本でも記録

できるような工夫をしています。子供たちには、 

 

せっかくのこの時期に、普段あまり手に取らな

いジャンルの本にも挑戦してみるよう声をか

け、読書の幅を広げることを願っています。 

  さらに、本校では必読図書カードを活用し、

「新座市必読図書」の取組を推進しています。

これは「義務教育９年間を通して読んでおくと

よい本」を市内で選定し、学級ごとに配架して

いるものです。２０冊すべてを読破した児童に

は、学校から賞状を贈ることとしています。この

取組は、学年段階ごとに選ばれた本を読むこ

とで、発達の系統性に合わせた多様な本と出

会うことができる良い機会となっています。 

私は、このような読書活動を通じて、子供た

ちが本と親しみ、豊かな感性や想像力を育ん

でくれることを願っています。読書は知識を深

めるだけでなく、心を耕し、人生をより豊かにし

てくれる大切な営みです。たった一冊の本との

出会いが、子供たちの人生を大きく変えること

もあります。読書を通じて、子供たちが自分の

世界を広げ、友達や家族、先生と本の感想を

語り合いながら、多様な価値観に触れてほし

いと思います。 

  ご家庭でも、ぜひお子さんと一緒に本を手

に取り、読書の楽しさを分かち合ってください。

お子さんが「面白かった！」「こんなことを考え

たよ」と感じたことを話してくれる時間は、親子

の絆を深める貴重なひとときとなること、間違

いなしといえます。 

  活字が苦手な子供でも入りやすい世界が

絵本にはあります。年齢に関係なく一緒に絵

本を手に。その柔らかな絵を眺め、ゆっくりとペ

ージをめくるその感触は、至福のひとときです。 
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